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昨年忙引幸
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国見 集じん飛行空域

昭和42年

れた放射性物

遊じんの出現

仮定し,放射

示ナ｡専らに:
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第2図 第7国中共板東故時における流跡確固

吉一 幕7回申共棲乗軌こよる放射性降下物

気象研究所
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4･第7回申共棲痍鰊によす放射性降下物

放射虐瞑学総合研究所
佐 伯 誠 道,田 中 義一郎

鎌 田 博,長 屋 裕

｣､柵 卓,大株 洋一郎

鈴 木 譲,

河 村 日佐男,

石 川 島 史,

中 野 恵菓子,

正

宗

良

治

山
観
相
｡
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1967年12月24日,第7匝仲共核実験が行紬九もその細を調査ナるため忙,強放射性

粒子の検索･水盤法忙よる全β放射能と放射性ヨウ如上び牛乳中の放射性ヨウ素の測定を行なった｡

1967年12月25日午前9時から放医研究棟屋上忙帥て水盤法(24時間露出削で降下物

を採取し･全β放射能および放射性ヨウ素の瀾定用試料とした｡tた遁放射性粒子の換靴はGⅡ
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原酪農農業協軌

水盤法忙上る蓼

での各試料から1

2時から午後射

であった｡T痢11

雨が恵かったこ

tキャプチてさ

♯放射性粒子

ネルギ一位憶と⊥

Hれ■Mb+=

在が推定卓れた

牛乳中の放射

-0.3(標準偏

れ丑かった｡

前年暗に引章

で,兼径13ぎ



占.雨水串¢ 立如nl.量=h

気象研究所

三 宅 春 雄,○葛 城 幸 雄

杉 村 行 男

第1表把1967年の東京紬ける如一望き9,Pu-2き8月間降下量おょびPu-238/加

-239を,窮2表把19邑8年-1967年までゐ宴厄一女39II旬-2掴年間降下丑おょび

馳-2ユ8/Pu-239比をしめす｡表でみられる▼ょう把現如でのPu-239およぴn卜引用¢嘲

芳慧ご≡芸三ご冨芸‡ご三三芸諾i弟l表…咋抽-239伽3爛降下丑
-2j柑 はぃず九も1982年以降囁

著を増加をしめす｡1959年から,

1さ66年未までのPu-238/PⅥ-

239比は3.9虜であゎ,この値は

1964年の初期の大気中の馳-2調

およぴPq-238収支畳(1XlO占

お上び1～7XlがCi,H且rl印,

1964)の比と大差はみとめられな

ぃo したがって,1966年乗せでの

Pu-238降下量の大部分は壕乗験よ

り由来ナるものと思われる｡これ忙対

して19¢7年のPu-238/Pll-239

比は0.84～39.5の範開で,平均す

ると16庸把達する∧ こ九け1白馬岳

(東京,気象研究所)
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Sr一掴降下量とノーマライポれた陣地(前昔己の気象条件の場合蛸水丑を3侍したもの)と

の関係をみると,1964年,1965年あー部を除くと良ぃ相関がみられた｡

L】...‥.._

窮1茸Cい13丁およぴSrT90月間降下量(単位mCi/‰賃)

東京(車乗研珊 東 京 札 幌 仙 台 秋田
Sr-9

大阪
S

福 岡C813丁 畠r一帥 Sr-90 昌一-90 Sr-90

1967年1月

2〝

0.29 0.07 0.Ol 0.04 0.04

0
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Sr-90･
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3 ♂

0.39 0.1i ¢.18 OJI9 0.06 0.1丁 0.10 0.14

4 か 0.28 0.15 0.18 0.24 0ユさ 0.35 0.1丁 0.23
5 〝 022 ¢.10 0.10 0.13 0.12 030 0.11 0.07

6 〃 0.33 0.12 ¢.04 0ユ1 0ユ6 0カ2 OJ)9 OJ)9

丁 〃
0.1¢ 0.03 ¢.0‡ 01IT 0∬¢ 0.06 0.05 0.04
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り今日せ｢

連性を検討｢

すなわち室
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葉褐内忙大∃

と忙した｡
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である｡
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浸直の測定結果を窮1表忙示す｡

l=Ru(+10‡Ru),l=ce(+111ce)

およぴ05ヱr+g5Ⅳbの澤産は1967年

6月1T日忙行をわれた第6回申共核実験

後,徐々忙増加し‥更忙12月24日忙行

表われた第丁回中共核実験による影智が加

床卓れて,1968年1月前期～3月期忙

わたって高詮慶となった｡

核実験忙起因する89srの濃度変動をみ

るため忙,低バックグラウンドβ捺スベタ

トロメータを用いて,89Srフラクショ

ンを軒測した結果を第2表忙示すi帥Br

/00Sr は1968年2月前半忙最高値と

在ったのち兢少しているが,これは大気拡

集2表 浮遊じん中の8唱rの濃度

集じん期間
拍sr

(klO~ユpci/叫
●=sr/90Br

19錦年
1.6-l.15 2.52 9.Q

1.16-4.3l 0.39 1.3

2.1-壱.15 2.12 10.1

2.16-2.29 1.50 丁5

き.l一増.1¢ 3.69 5.5

3.1丁-8.3l
■■■

l.2へ4.15 0.25 0.3

4il¢～4.30
ー

-■

一三検出限界以下
散と半減期との関連において当然のことと

推定卓れる｡しかし,1月の前半と後半忙おける値の変動忙つぃては原因不明である｡

1ロ.大気中¢放射性核種の濃度

日本原子力研究所

片 桐 浩

大気中忙含まれる長寿命の放射性核種の濃度を知ウておく乙と拉原子力施設の放射線管理上必要を

ことである｡このため原研東海研究所周辺に記止してぃる放射線観測所で連続集塵した口紅(東洋ロ

塩ている｡

塩.ちり,茶
て岬Srおエぴl:

l)フォール了サ

ブオール丁ウ

0.52mCi/Ⅱ

1.00mCi/下

田和43年3月

/dlである｡

tたl=Cさ

まが0.29m(

冬が0.34m(

とをり,昭和

lT可.9mCi

王)茶集中の抽

茶葉は例年



の溝度は莞では3地区とも忙恨んど羞か臆められ帥が,米比岩槻市で採取した水稲が児玉町匂

水稲や新座町由陸稲忙比べて鵜舟高h｡

2表 麦中のIOBr =けc 轟

区 分 採 取 地 採取月日

･■堅塁度
蓼■■sr

c8
●

小｢叫【膏~麦

′ト 麦
大 麦

新座町
児玉町

岩槻市

42.8.1

42.8.別

42.8.19

1.ユ6節
1.TO

2.28

18.0士1.3

20.6土1.丁

30.丁士2.5

● p l C.u

9.2士0.T

¢.3士1ヱ

7

55.2士4.1

62.7土5.1

523士43

30.3士2.4

27.8士5.4

2丁4土56
陸 稲
水 稲
水 稲

新座町

児玉町

岩槻市

42.12.1

42.12.20

42.12.11

0.56

0.ヰ2

0.42

2.3士0.5

1.9土¢.4

10士03

■●

23.3士4.9

37.0士丁.6

228士74

■■

12.1士3.0

10.8士1.1

2

5.士1.2

9.8士0.2

13.丁士0.4
･

･ 1.6士3.2 27.3士4.0

第3表 原乳!乳牛飼料中の帥SrI川C8の療鹿

区 分

原 乳

採取地

川本村

採取月日

42.5.24

42.7.24

42.10.16

43.1.2ユ

pCi/晦

4.2±0.4

よ¢±0.4

5.3±0.4

良1士0.6

4.¢士0.4

3.8士0.4

4.8土0.3

所沢市

書川町

川本村

一蛇.5.25

一蛇.7.25

超.10.1T

43.1.24

超.5.26

42.丁.26

42.10.18

43.1.25

42.5.24

42.丁.24

42.10.16

43.1.23

2.9±0.a

4.2±0.5

3.1±0.3

3.8±0.3

5.¢±0.4

5.5±0.4

5.丁±0.4

4.丁±0.3

44.9±4.0

5¢.6±5.1

38,5±2.8

11.3士1.1

丁.2士0.丁

8.6士0.6

4.4劫.4

(再 分 析)
8.5士0.丁 5.4士0.5

3.0士0.3

4.0士0.4

3.7士0.4

3.丁士0.a

5.5士0.4

5.1士0.4

6.2土0.5

3.9士0.3

丁.1士0.6

10.8士1.0

12.8士1.2

8.2士0.5

13.2士1.2

11.1±0.9

15.7士1.1

13.3士0.9

18.2士1.3

10.1士0.8

19.8士1.2

62.5士5A

69.5士3.9

古8.8お.3

7.2士0.¢

10.4士0.丁

8.4士0.5

9.4士0月

6.4士0.5

12.8土0.8

42.5.2 +

84士0.7

丁.5士0.丁

9.0士0.5

8.3士0.¢

たいがIう翳

り原乳おエ

原乳封上【

農家からそ

の分析を行

IISrおよ

られるとお

料は平均5

忙あたる5

5)♯豚,頚

¢帥Sr

市飯卓れ

床用配合何

期離乳用,

用I子豚席

期用,肥育

5職と,

合飼料の5

用,中雛月

フ丁イト挿

忙つぃてI

ぴl押c8

行なった｡

l乗忙示づ



12.北海遭におけ乱放射能調査

北海道衛生研究所

安 藤 芳 明, 佐 藤 洋 子

昭和42年嗟忙おける放射能調査の概要を報昏ナる｡

1.雨･雪水

札幌市忙おける毎月の全放射能を集計ナると幕1表のとおわである勺

第1表 雨･雪水の毎月町放射能

年月 m篭ヂ年月 戚息望
42.4 2.31 42.11 2.21

5 2.48 12 3.61

6 1.丁5 43.1 22.27

一丁
1.24 2 6.88

8

9

IO

2ヱ9

1ヱ2

2A6

3 3.71

第2表 陸水の放射能

試科名 採 取 地
測定

回数

放射 能
pCi/ゼ

最高値 平均値

天 水 札味市(手稲) 5 62.8±12.3 22.5±4.8

上 水 札幌市(藻岩) 6 7･0± 2.4 2.8±2.6

上 水 稚内市(大沼) 6 24･0± 2.410.5±2.6
______▲

中共核実験の影辞忙つぃては,第6国技全く

認められ恵かったが,第7回のときは約2適間

後忙異常が認められた(最高1.564pCi/ゼ)｡

しかも平常値忙もどるまで,約1ケ月間かかっ

た｡

2.陸 水

天水(雪水)および上

第3表 土堺の放射能

可':㌍･迂 採取年月日 放射能 mCi/l㌔
札幌市 42.8.3 10.1

札幌市 42.12.6 31.5

旭川市

型l鱒

42.7.3

42.12.丁

27.1

20.3

第1東 食晶類の放射能

札幌市忙おけ

托.積雪忙上る

重用け2年庭中

t 淵 定 方

拭科の調製:

輯注日立製R二

王 調 査 括

tlI雨 水

調査結果一

枝実験が行:

pCi/戚,

托はむしろ･

忙55.Tpt

日忙60.8

日に81.2

た｡また第
l ヽ



㈱ 各 秤 食 品

牛乳(原乳)は年6回托取し.そ

む結果は0.02-0.1ヰpC壬

/′野菜(キャベツ)は4検

体で0･05～0.25pCi/デ

果実(リンゴ)も4検体で

乱04～0.10pCi/オ,米

も4検体で0-0.09pCi

/才の軸忙あり,レ､ずれも

催ぃ｡

これら各種食品忙つぃて.

そ¢平均値をもって年度別把

比癒したのが第2図であるが,

全般的に全β放射能は低下む

傾向にあることがうかがわれ

る｡

東i東榎実験時における雨水の全β放射能(最勘‖

核実験年月日 集散坤
実験日 放 射 能

→検出日 pCi/戚 mCi/h
軸.10.18 亘共. 5日目 29.700 3陀3

40..l.15 ソ連 6日目 6.100 1諷l

勧.5.14 中共 丁日日 12.010 43.2

屯.5.9 中共 2日目 6･189 47.0

4l.10.2丁 中共 9日日 1.527 18.9

ヰ1112.28 中共
ヰ

丁日日 3ヱ23 4.5

戯.6.1丁 甲典 9日日 61 0.与

吼12劇 中尭16日目 42ユ 2.2

1土

日

l●

l-

仙

山"

山叫

叫

山

u

山

刑

中井核実験

d)に上る形

椚匝6月2

■ホ250p■

Jt計測しI

上しては6･2

′山lてあっ

共鞍乗験(弟

I8捷の12

日.同じく1

01月1寧日

ゼれユ.1ユ0

′Jl.420p

t軒潤し,何

しては-そか

川.90mCiノ

/ば てあご

Itl浮 遊 塵

浮遊塵¢J

ナ｡吸引時日

(全土)は1

中共壊実ヨ

も影闇はと･

lll海 水



第4兼 陸水及び各挿舞曲の全β放射能

_.__革
科 名 測定赦 平 均 嘩 最 高 値 最 低 値

源 水 ¢ 0.1pCi/虐 ユ.8
-2.9

蛇 水 ¢ 1.0 4.4
-3.2

河 水 8 3.4 5.1 1.5

牛 乳 8 吼05pCi/ 0.10 0.01

米 4 軋0ヰ 0.10 0.02

大 横 4 0.¢0 0.86 0.46

魚 (海水) 2 ¢.0き 0.85 -0.Tg

魚 (淡水) 1 ¢12

_阜(汽水)l
甲拍

桐 土 壌

第5表 土壌の全β放射能

_軍

別 判定数 竜土1′当タpCレ′′ mCi/伽コ
裸___地 2 0.† 4 9.9

佃 空 間 線 量

第6衷 空 間 繚 土 〟R/hr
■･

花■■鴻■ 平 均 値 声 高 値 最 低 値

L_｣⊥亘｢｢｢1._事 4.1

t と め

各試料の全β柵射能の平均値は,198†年以前と比載して特忙大きな変化は認められをかった｡

dコニ比放生鮭缶爪旦≠怨ん寸前｢レレr〟､五ま打!⊥L■1._⊥, ■■一指ヨーh■止■■.⊥ t_L-､一｣】L.___｣.山.▲▲..-_..‖_..一.▲.

_1.aユM

′ト書い口舌一

‡.測定括果

tll雨水･陸

窮¢回申

かったが,

26の14

集したo

B.G.仁

ユ丁.3nC

か忙なっカ

洩衰追砕

った｡
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1d･茨城県における放射能調査

茨城県衛生研究所

0芸芸芸芸:芸芸芸言
茨城県忙おける最近の雨棚能他由叩托低仙叫そ咄も少なく,浮遊塵叱っh

もほほ同様を傾向であった｡

昨年12月24日忙行をわ九た

弟丁回申共棲実験2週間後忙雨水,

降下塵の放射能がやや増加したの
…

みであった｡12月26日忙は当
仙

術所産上で放散射性粒子(9.丁

n亡i)を検出した○第2図はその

r波高舟析結果で成分壕確は,さ包r
望Ⅳb,l■翫一=OL且,l一偏

等第5回中共核実験のときと同じ

あった｡

動燃事業団の原子力施設からの

排水旭下｢排軋とぃう0)につぃて新

川おょび新川淵庭井戸への影専忙

つぃて特軋軋点的な調査を行をっ

た｡幕き囲は排水と新川および新

川淵井戸の放射能の変動を示した

もので,排水は昨年12月頃から

■rl ▲■_ ▲._..

■一噂中ホ■1■

▼ 書丁個中共■井麟

▼

如固相中¢全放射能推移(水戸)

師

"†宇戸p



やゃ低い値を示している｡

第4囲は海水,海底土の舟兼忙つぃ

て示したもfので,海水,海底士とも測

定の誤差パ試料採取の誤差を考えると

地域的な差異は認められず,東海村が

特忙高い上うなことも恵h｡海底土中

-1"c8は東海村仲,珊珂湊の帥sr,

沖!大洗沖とも忙ほほ同じレベル忙を

っている｡海産生物中の的軌ぃけCさ

は第3表のよう忙低く地域的を差は認

められをかった｡東海村t大洗町沖忙

おける海水中の1"cB の濃密は,東

海村仲が大洗町押より低く,久慈川の

影響が東海村仲せで及んでいるものと

思われる｡

畢境における放射能は連年滅少の傾

寮童衰 各種環境物質中の=sr,l=cBの濃度の

全国平均値と茨城県平均値との比戟

区や 地域 帥Sr lきTC8 単 位

雨 永 全国 0.92 1.2丁

mci/‰丑/月
ち 少 茨城 0.81 1.07

甲 遵 全国 1.84 4.18

pCi/仰
Iじ ん 茨城 軋7 5 1.11

原 水
全国

茨城

0.41

0.13

0.0¢

0.04
pCi/』

土 壌 全国 18.5 41.4

mci/‰王(草...地) 草城 14.5 21.¢

野 菜 全国 丑丁.4 17.0

i/噂
(ほうれん草)

牛 乳

茨城

全国

茨城

18.5

6.1

乱2

18.1

4.5

2.8

pC生

pCi/』

前処理後脚日本分析化学研究所で舟析測定

向把あわi環境物質中の帥Sr,川C8

は全国と比較して特忙高いようをことも毒く一席子力地殻の影専も周辺環境へは及んでい恵い｡第丁

回中共核実験の際忙は雨水,降下庫,浮遊塵忙つぃてJ時増加をみせたのみであった｡

第3表 海産生物中の放射能(196丁)

採取地点 採取 月 日 挿 ♯
全放射能

pCi/デ生

掴Br

pCi/晦生

l抑C古

pCi/晦生

日立市久慈沖 し ら ナ 吼0 8

壬)月間雨水･

毎月とと忙



第2表 河川水の全放射能

坪 水 地 採水月日 判定月日 自然計数寒 試料苦傍輩 換算値

5.aO

了.21

7.31

9.28

10.12

12.8

3.2丁

$.30

1.30

5.23

11.22

5.2a

ll.22

5.22

11.29

T.1T

l.1T

T.20

1.18

¢.5

丁.ヱ5

8.a

9.29

10.14

12■14

4■1

丁.4

2.8

5.25

11.28

5.25

11.28

5.2ら

12● 4

丁.19

1.19

丁.21

1.19

亡pm

¢055±55

6073±ユ9

¢188土a9

¢144±き9

¢l¢3±き9

622き±39

¢149±5ら

5TO2±5き

別‖H±55

5959±55

6801土41

5959±55

¢¢Ol軸1

59ら9±55

610き±ユ9

61¢3士39

6180±58

60丁4±39

6180±58

丁.¢±0.5

11±0.5

良1±¢.5

丁4±0.5

Tl±0.き

6.9±0き

丁.0±0.5

丁.1±0.5

鼠a±0.5

&4±0.5

丁.ユ±0.5

6.4±0.5

丁.3±0.5

6A±0.5

6,丁±0.5

¢.9±0.5

丁.3±0.5

¢.¢±0.5

丁.a±0.5

OAT±0.丁2

0∫T±カ.Tl

llヱ±0月8

1.甘0±0∫5

ユ36±068

0.58±カ89

2き0±乱丁4

丑山8軸月¢

2n3劫JO

1.¢7±1n7

0β0:!カ∫1

3.57±110

137出M柑

2.OT±1(柑

2pO劫∫2

1.1丁却.Tl

Oヱ0±0∫0

1.96劫Jl

O3ヰ±0∫1

備 考

〔科学拝折庁委託群青舟〕

児郡t4･25 300±1.2 丁.6±0.5 15劫∫

り駄科孤サ

上水お上

5)その他の

上記以外



揮類 採取地 採取月日 制定月日
比酵料′

計数畢

亡pTn

自矧勃車 沈碍択化物
沈殿灰化
物量最ケ

乾燥試料 換 井.寒

C郡m
勤0叩当ウ

¢pm 魂._ ′当り
Cpm

･･苗字-･1･■■-

鵬m

±塀
(共地)

新座町
■

8.11 9.18 68β±1∫ 7.2±0.5 1.5±0.丁 4.8 0.丁2 2.1a 596

〝 12.12 1.29 尉9±1β 8.ユ±0.5 2.4±0.丁 ユ.8 0.92 2.91 鋸拍
l

空間線量胤定

測定場所 測定月日 頁候 空 間 翠 玉 奉 (〃R/hr)
〟Ⅳhr

aてそ町ま餌癌)b(遮蔽体内) q籾フセッタ内) S(標準凄㈲

県衛生研究所
4.2$ 雲 8.83 5.34 0.8 丁 56.2 6.T

5.31 冊 8.0 6 5.47 0.88 41.2 8.3

6.30 雲 T31 5.58 0.8T 52.7 丁.1

7.31 冊 ¢.0岳 5.44 0.90 4 6.0 丁.5

8.31 雲 丁.丁8 5.TO 0.¢8 50.T 丁.6

9.30 彗雨 8.2 5 5.83 0.さ8 53.3 丁.3

10.31 滑 10 6 5.34 0.86 51.T T.0

11.aO 雲 8.02 5.90 0.80 49.3 乱2

12.27 ノダ

/

さ.Tl 5.9l 0.8¢ 49.0 T8

1.31 晴 8.13 6.03 0.90 53.a T.5

2.29 〟 8.60 5.由丁 0.82 50.8 丁.丁

3.30 雲 8.jo 5.90･
__t

0.89 50.2 丁.丁

む す び

雨水忙よる放射能ち少など¢降下丑は前年忙くらべてかをわ少をく,異常ビータもなく,河川水

その他いずれも特記すべき変化は認められなかった｡

･章二.畔こ1
乳定器の計妻

帯他の試料托h

ベイメークな虻

1珊定
括

中共核実験(

甚i)な樹

種塀別の風

雨水(

♂(

上

下

天水(

湖

河

梅
牧
掛
牛
脚
矧
♂
ち
矧



園1に示されているよう忙･落下畠の月憫睡下如欄年と比べて卓したる変化紬せす約l､

10mCi/‰lソmonthであった｡図拍示ナ上う忙年間降下量Qi･急激に減少してぃるが■亡

れは中共核実験の影替の差異忙よるものである｡陸水,食品忙っいて杜撰ばh状態で順水棚l

-10pCi/戚,食品は約10-10王水H/引用卜呼灰分¢範聞であっ転特忙I茶が漉少しt

ぃるが,これは,帥Srの降下量の差忙上着ものと思われる｡

爪=〟′montll
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第2表 各挿試料の全β放射能の最高おょび平均値

試料区分
洞1定

件数

最 高

放射値能()内≡41差値㌫f
年.月.日 採取為所

海 水 12 42.5.31 三方郡美浜町丹生帝 4･5±0･51pCi/適1･05pCi/β(l裾

上 水 6 43.3.4 青田和泉平寺町 0･8±1･4pCi/戚 0･30pCi/β(町

河川水 8 42.10.8 九覇軌Il(福井市) 4･丁±1･6pCi/適1･門pCi/虐(l肘

ほうれん草

0舶±0.22pCi伽0朗pCi′僅削佃抑
野 菜 8 42.12.3 敦賀市

牛 乳 8 43.2.12 福井市

0･0叫i伽to抑加害6･1±0･3PCi/儀酎3･68pCi乃動咄呵
土 壌 6 42.11.16 美浜町丹生(裸地)

海底士 6 亜.7.28 美浜町丹生帝 細±0･9pCi/卿衷け 5･拍沌iノ噌♯パ丁甘

魚月藻類 38 亜･丁28敦賀市立石 卓ぎえのえら

8･02±0･19pCi/生体′0･門pCiノ僅勘咄和

が推んでいる散田半島方面で

行なったが,敦賀半島は花崩

岩地帯であゎ,辞井市の2～

3倍の水準を検出した｡

(第3衷)

第3表 空間辞量

測 定 延 赦 平均値〟R/br

昭和42年阻

l試
料

河Jtl水3

上水(給

降水1ケ.

降下塵1

茶葉3ケ

土壌3ケ

また,別忙

ついて合計3

2.測 定 講

前処理おエ

は陸水,降水

#GH菅(1

品,土壌陀は

正を行走っ衆

ユ 測 定 #

(い 陸 オ



表1.陸水放射能諷定結果

挿 別 採 水 地 年 次 平均値
最 高 値 最 低 値

月 日 測定値 月 日 測定償

上

水

原水

給水栓水

琵琶湖水

京郡市 ′66.4･J67.3 群 6.2 把㌍ 1.11
l現〟
5.1

献上浄水場 ′67.ヰJ錦.3 8.3 11.2 22.4 6.3 4.0

京都市 ′66.4J即.3 12.5 6.6 29.4
丁.2~~

12.1
3.2

4.之

京都府衛生研究所 ′訂4-J随.a 9.8 4.12 15.4 6.3 1.2

滋賀県 ′髄.4-J67.3 4.5 10.13 9.3 3.6 1.8

志賀町(近江舞子) ′訂ヰJ88.3 8.1 2.¢ 11.丁 4.12 3.2

滋賀県 草津描 机4J鴨.a 1tI.2= 7.3 14.3 4.12 5.5

河 川 水

京都市 髄.中叫訂.含 26.4 5.2 37.5 9.1 1丁.6

高 野 川 甘r.4J馳.3 18.4 5.4 38.g 3.1 3.2

京郡市 一朗.4-J釘.ユ 14.4 5.2 43.4 9.1 5.0

鴨川(上耽) ′6丁.ヰJ68.3 T.6 1.5 17.6■ 7.3 1.9

京都市 ′凪ヰJ¢T.3 14.6 7.11 26.6 9.1 2.5

鴨川(下碕) も丁.4J鴨.3 12.3 3.1 21.6 1.5 2.4

あ
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幕1 図

pQi.占1 l.強放射

七った｡第丁

上び1.9nC一



妄■妄軍琳む地軸叫知和出紬をか心軸けるそれぞれ絹科把っhて嘲最軌平均値を茶棚示ナ｡

こ嘲期間軸行軸窮嘲共棲実験の影周虻そ九以前の虻のと此軌的で.軸

ぞ九の実願時紬ける各軸科唖高値を如表鴨ナ｡

核実験時む各試料中放射穂の最高値
′

(雨水仕傭兵
~【■~1■"■1

実額年月日
全時下物

Ⅱ8レ‰チ

一d

l

雨水

〆コi側

んは2

浮遊じん

正フ●/

4時間値)

強放射性

粒子
30日間
樺

第1回中共

ソ連地下もれ

第2回中共

39.10.18

40.1.15

40.514

■ナ

0.ナ

土眉

き.▲

19.丁

時雨をし

l卿

3.0

ヱ3.9

軌0卿

■■

一■

下立
mCi/録

lヱ.0

1きJ

古3.8

即Ⅷ

第3回中共
■

41▲5.9
叩 1¢.ヱ

■■

第4回中華
41.1¢.2丁

田
如月

340

4.1

5.3
21¢

第5回申黄

第6

41.12.29
44.3

201

■■

ヱ60

(2) a9

回中共

寮7回中共

〔)内牲所

ヰ2.6ユ丁

42.12.24

定区

吼18

吼ユ7

0.12

¢.61

●

1ユ

2.丁

T00

0

(き)

き88｣2

a.6

5.9

域外で見h出したもの【

24･兵庫県におけ乳酪射龍調査



25･岡山県における放射能椚査欄よぴウラン鉱山

周辺環境試料虻ウラン分析

岡山県衛生研究所

山本隆志･増田邦薮一 大西井

三宅鷹子,広岡静子

昭和42年度庇おける放射能擬軸おょび"塘稚新報告ナる｡

全佃射能町軋定は･科学鮒庁縞｢鮒餉定法(198月)｣佃凧如.士如

つhて行なh･測定凱G肋ウ"(神戸工軸)を用鴨空間細事蛸足はシソケレーシ.

ウラン分析はタラ増山周如ける河川水トよ作物･よ作物餞箱土如つhて潮拙咄

忙り行なった｡盤光弘直の測定吐湖舟拙酬冊職光光ま測定凛癒(島津製㌧改造型)を用

hて行をった｡

測定お上び分析鹿果

雨如測定触印加峠ナ｡鯛中･中軸集験が2回市應われたが･そ叫はほとんど

認められ紬ウた｡最高値吐877pCi/=2月2用)であ九月別棚全細射能叫離

は13･8血Ci/甜(7月)であった｡

上れ河川如は･hずれも臥値であカ･年間平均値托⊥水:¢･古曲吼河川水:仇7

pCi/ど であった｡

天水では年間平均値:4･さpCi/どであった｡

果実(削:0･1pCi/女･軸:○･0…･き2甘口レ旬･規制…･刷れ細
論:凸_凸 靂__nウ ■

¶Jlj ノ∩
._▲

L 山.

__l

t
!
)
･
二
吉
蔓
モ
=
ニ
ー
…
董
岬
1
工
一
三
一
｡
d

Fig.1
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た｡

降雨どとに採取して劫乱た｡辞帽碩果断榊は酢られ相通カ㍉削回噸軸珊

に壮わすかで鵬るが,12月28日の陣掛ら…TpCi舟fを検出した｡拍執拗月

4日硝雨から1･15pCiバ祀の鮒能を如した｡と丸林年度測軸のうち町最高値で如.

紳前年度蛸柑潮固碩相場忙…pCi血g･幕5回倒際に比10･23pCi州

～60･8pCi血を検出した｡

前年産の3回の枝葉雛際阻当衛研屋上催せ小て弛射性粒子が検出卓九たが,本年如別

図卜第7回の核実験で壮ぃずれも輸出盲れ孜かった｡

測定結果闇凄1忙示ナと郎でI郁高h任は削られ柑った｡

費1‥陸水の放射能(pCレ背)

採取年月日
水 河川水 下 水

平尾浄水場
(原水)

松崎浄水場

(原水) `■~■潜
一二

一･モー撥■`烏(舶市築地町
42ご

4.25
1.0士3.2

下水処理場亜流旗)

き5.4士31.8
0 0 0.2士ヱ.1

6.29 1.6士2ヱ 3.2土2ヱ 0 え¢士2.0
2七.1士149

■

8.2 9 0 0 ○ 1.2土1.8

●

42.4士2¢き
10.30 5.1士2.4 1.1士き.ユ l.8土ヱ.a ○

●

11¢士295
12.18

43こ【

0 8.5士3月 l.さ土2.8 0

●

12.0士21■

2.26
5.0士2.丁 4.6土き.1 えl士乱丁 5.0士き.4 2l.1士ヱ7月

4.土 壌
〝



表4.水産物の放射能

試 料 採取年月日 撫 取 地
測 定 値

(pCi/g 生1 (pCi/富灰)

鯛(肉) 42.6.1丁 福岡市大字唐拍 0 0

〝 (骨) 〃 ′ 0 0

♂ (内ぞう) ♂ 〟 0.1士0.1 2.0士1.8
〝 (肉) 7.19

一ダ 0 0

〟 (骨) 〝
.か 0 0

〃(内ぞう)■
一ダ

〃 3.¢士0.6 46.4士 9.8

ふ モ(頭) 42.11月8 糸島都前原町 1.0士0.9 15.5士14ヱ

〃(内ぞう) .か ′ 0.8士0.2 31.1士 9.2

〝(肉) 43.3ヱ3 ′ 1.0士0.3 28.1士 8.g

〝(全試料)
■

〃
.ダ 0.丁士0.4 17.4士 乱0

あ卓少 42.9.20 福 岡 市 0.9士1.7 4†0士86.1

.〝

□
43.3ヱ6 ♂ 0.5士0.2 23.0士 乱3

わかめ
山

42.11.28 重傷郁夫島村 1.6士0.4 3n4士 8.さ

一〝
J

43.乱23 ♂ 2.3士0.3 123J)士13.5

表5■ 牛乳(市販乳)の放射能

採取年月 日 採 取 地
測 定 値

(pCi/g 生 (pci/富灰)
42. 5.22

7.19

9.2 7

0ヱ 士 0ユ

¢.2 士 0.1

0.3 士 0.1

ユ乱6 士 9.0

24.8 土 手6

41.9 士10月
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降雨月日
降水量 放射能 降 下 圭

降雨月日
降水量

是認監i先君耶

pCi/虐♯ mCi/儲簸 鳳舟

42.112へ･14 8.1 20.9 0月 42.えi3 1.丁 38T o.丁
1シー17 1.6 8ヱ.丁 ¢1 14-45 45.4 ∫13,丁 乱丁

2¢ 8.8 55.8 ひ.5 15 ¢.0 151 0.9

2丁 2ヱ 624 由.1 1針一之0 2.0 864 1.き
812へ44 26.5 き4.5 心.9 20､蜜1 ¢.▲ 丑91 1.9
25 1ヱ 34.4 0.1 ヱl き.6 14ユ 吼5
29 2.9 7千万 0.皇 ヱ2へ宏3 1.5 き89 ¢.6

乱9 1.7 52.0 0.l 2き■一宏4 3.¢ 3き3 1.0
ユ0 1.3 8ヱ.丁 ¢.1 2㈹9 2.0

.T18
0ヱ

10ユ2へ43 8.8 36.5 0.き 29 19.4 1乱0 0.4
■13へ14 38月 8.4 0.3 3.㌣-8 1且0

･9n5 1.6

12ヱ2､23 1.8 丁2.3 ¢.1 11 12.5 81丘 0.8
25-望6 1.8 240. 0.4 1¢ 3.丁 51.8 0ヱ
26 0.6 丁8.5 ¢.l 20 8.3 42.与 仇4
28 3･1 23諷 0･丁 卸 18.2 19.6 0.l

耗6時間更正値

おょび丁月1丁日に83pCi/適I降下土では丁月1日に乱5血mレ旭がそ九ぞ九ビータでゎた｡

紬核爆発後5日目(6月22日1引専30分～l鋸埠20舟)忙軸した陣如始め1職D雨水軋

採取後ユ時間で800誹下瞞間でヱ88-=時間で128･72時間で拍5pCi〟と急

速覆滅衰を示した｡

ら

6
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表5･陸水一食品等の放射能軸走鹿(り年4月-=如月)

試 料
泡定

回数
採取地

兼 高 最 低

採取月日 測定値 採取月日 測定値

上水(原 水) 4

6

3

長崎市本河内 43.1.13 8丘 ボレ要 4ヱ.1(I.18 2･OpCi′β
鼠0〟

4カ′

♂(ク) 佐世保而山の田 42.11.2丁 5.8 ♂ 〝 9.20

天 水 福江市赤島 43.1ヱ4 21.2 〝
♂10.23

〟 3 両卿Ⅰ雫仙 42.125 さ.1 〟 ク10.23 3ユ′

0.14pCi/i

0.12′

牛乳(原 乳) 6 肺矢ノ平町
▼

♂ 丁2l 0.2丁Ⅰぷiノi 43.1.18

果棄(みかん)
ヽ

4 諌早市.長与村 か 5.29
■i

0.14 ′ 42.12ヱ2

海産魚 4 長崎市茂木

大村帝

ク11.30
■

0.3き 〝 ♂ 5.31
□

0.12′

0.19′
汽水魚 2

〝11.き○ 0.封 ′一l ♂10.12

鞠見 4 高来町紅

P

長崎醐Il

′11.3¢ 0.63 〃 タ 5月9 0.18ク

1.3′'

1ヱ■

土壌 2 オ 8ユ1
▼●

鼠3 〝
〃12.1丁

海底士(川口)
l

3 ♂ 乱 丁 乱4 〝'1 ♂ 5ヱ6

〝･､(外海) 3 長崎外港 〃 8.丁
▲

畠.1 ′ タ 5.26 0.50 ■

0.43 ′

海 水 12 長崎内港★外港 ♂ 5･2¢ 1ユ 〆コiノ担l′11.25

28･鹿児島県におけす放射能椚査

席児島県衛生研究所

橋 口 優席I郡 山 幕 卓

2)強放射性1

第4回の壕∃

面積2針肘打

た｡弗5回の±

日11時30:

頓0.ヱ脚で5

であった｡恵

一タで1.00

100ケあカ

離判定した

であった｡幕

はいずれも強

3)上 水

昭和40,

れぞれ2.6I

低く,変動は

4)土 壌

昭和40,

それぞれ5.0

の傾向がみ∈

5)食 品

牛乳忙つ

-¢.09-8

茶忙ついてヒ



表1･各種試料中¢IO畠rI…cさ地醐坪均値

雨水･ちカ 上 水 土壌(王水抽出)

草地mCi/撼 裸地mCi′扉

IT£i/扇 mCi/撼 pCi/虐 pCi〟

北海道

青 森

秋 田

宮 城

福 島

茨.二城

埼 玉

東 京

神奈川

新 海

石 川

福 井

静 岡

○

さ

き

2

9

一

l

l

l

l

l

′lI-1､
9

9
■
一
〇
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▲2

丁

一

サー

勺V

.4

サロ

一〇
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9

一

l

l

l
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丁

与

2
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試料は全国各衛生研究所で採耶九たもので･昭和=年4月一昭和=年摘まで蝕も蛸科

につぃての地域別平均値を表1忙示ナ｡試料別の概要忙つぃては以下忙述べる｡

1･雨かちカ:42年壁も前年度紅くらペて全国的忙減少匂傾向を示し,全国平均ばOsrが0桐

(0･04-0■13)祀i/混血onth･l訂c8が吼11(0･05-0･18)鵬i/混血ontb

で･とも忙前年度の佗ほ1/立忙滅少してぃる｡地域的忙はゃ酎前年産と同軌秋田一新凱石川.

福井‥鳥取の裏日本の各県と静臥高知の両県が平均値山千ヤ高h値を示してhる｡

2･上水:湖南の永忙つぃての値を除ぃた平均値吐･腑鋸が○･18pCi/戚,l肝c8が0.05pCレ･

』で前年産忙くらペてやや減少してぃる｡

3･士酎草地･裸地とも忙年1回町試料採簸で鞘査対如1-県であったが∴桐査結果から比傾向

4･牛乳:全国平均は聞srが5･9(2･¢-1¢･りp"/β,脚c占が18･5(丁9-牒9月)

pCi/戚 で･前年度にくらペて全国平均,各県平均とも忙減少Lてぃる｡

5･日常食:表1忙示した値は年2回¢平均値であゎt蕃一秋の採取時期に上って相違が如が一秋

忙高h値を示す県がやや多h｡全国平均は･都市成人I農村成人一兵村子供につ小てそれぞれ,IOsr

が8･9,10･6･7■5pCi/d/わ･岬Cdが14･¢･1…-10･OpCi/ん旬であカ,ぃずれ

も前年度紅くらべて或少Lてぃる｡

6･浮遊塵:対象の8郎つぃての年間平均は-帥鋸で0･丁6-3･5拍Ci/10㍑,脚caで

1･18-5･53pCi/108』であった｡叫如紅つぃては茨城I新蘭一静岡で軌T6-0.9h

愛知･大阪諸島では1･04-1･95に対し福井･長崎で托そ九ぞれa･42I3･56とぃう高h値を

示した○岬c8につhても同様の傾向であっ魅

了･灯台天水:丁箇所の灯台でそれぞれ年利回採取した試料忙つぃて測定履行なった｡ろ過前の的駄

1打cさはそれぞれ0･20-3･8gpCi/適･仇10､月･=pCi/退であカ.ろ過後♂畠り打払

はそれぞ九0･04-5･89pCi/止,0.03-5.99pCi/戚 であった｡

乱 ■海底土:4県の試料忙つぃて測定調査を行をゥたが.應向はつか払走力lつ舟∧

古

Ⅰ緒 音

頭境放射掛

ることは一組

を調べ.それ

連忙ついて必

動を調べるこ

本研究はこ:

Ⅱ 側 定

額境放射轟



第2表 環境放射線の外部懇量寄与

昭和年産 mR

フォールアウト

中

33143

3414.5

352.9
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いて天然放射



表1･測定値と代表凛t串
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表2･九州地方西半部の線量率(人口重みづけ)と人口

頂＼ 市 部

■

郡 部 全 県

福 岡*
10･6士1･TJl研Ir 10.6士1.5 10.6士1.丁

(3.965)(2.716千へ) (1.如9)

佐 賀
10.4士1.1 10.2士1.1 10.3士1.1

(872)(431 ) (441)

長 崎
8.丁士0.6 9.0士1.0 8.8士0.8

(1.¢41)(924 ) (TIT)

熊 本*
8.8士0.8 8.8士1.1 8.8士1.0

(1∫Tl)(876 ) (895)
*

鹿児島
8月士1.1 乱9士1.2 8.9士1.2

(1.854)(880 ) (9丁4)
九州 9.8士1.6 9.5士1.5 9.丁士1.6

(10ユ03).甲半部 (5.82†) (42丁8)

上段数字は,線量率土標準偏差(β粗布r)

下段カツコ内数字は,人口(千人)(1965年 国勢調査忙よる)

*東側部分を含まず(未測定)

メー純つぃて士3酵である｡測定器を標準辞源忙上わ各地点ビと忙チェ,クし.今回の測定ではか

たよかはモぃようである｡

測定は地表から1mの高さで行なぃ,降雨時を避けた｡

(釦 結 果

測定結果をまとめて表1に示ナ｡ここにあげた数値はナベて電離箱忙換算したものであカ,せた

宇宙線,フォールアウトの寄与分を含む｡

人口によって重み付けをした平均値は表2のとおカである｡九州地方酉半部での単純平均は9.4

(3)結 果

イ)r線波7

各試料の

ラメおよぴ■

川E(1.48

(0.66 二M庵

にすぎないコ

全身宏だ直

の他忙畑R･

と思われる

例を第1国j

ロ)填種卦

各試料中･

果を第1表

は発煙硝召

リブテン酸

はフェロう

法忙上って

計測した｡

生物中の

ヒラメの内



第2東 海水,海底土中の叫sr,1打cち…coの濃度

的sr 帥cさ l胡Co

(海底士) (〆コi/軸 dry) (〆コi/軸 dry)(ポi/鞄d叩)
東 海 ヱ士5 -

350士30

._郡
珂 湊 0士2 出土T 160士5¢

(海水)

原(2罰i仇)沖
(pCi/適) (pC王/β) (p(コi/β)

0.20士0.¢1 0.2¢士0.02

久慈河口

久(各)沖
0.15士0.01 吼27士乱02 -

0.1丁士仇Og
･0.23士0.¢2

-

日(5肋)沖
¢.14士0.0岳 0.き8士0.02 -

スズキの薪肉(62･5pCi/軸生)が高く骨■ヒレは一般席低h01訂c8の濃度把つぃては,ヒ

ラメの筋肉(10丁5pCi/鞄生)が最も高車値を示した○恥鮎!l紺c8の濃度とも忙,スズキ

のよう忙動き廻るものと,ヒラメ,ハマグりの上うに底忙定着性のものとの差は認められなかった｡

吉吉.大阪府における環境放射能¢

′くツクダラウンド¢レベル

大阪府立公象衛生研究所

0沖 岩四郎,青 田 幸 子

壊実験の影響を評価ナるため忙は-平常時におけるバブタグラウンドのレベルを把達してぃること

言一弘
ヽ



第4表原乳･土軋空間触牽かてツクダラウンド叩埼値

ぎ 原 乳 土 壌

最低値

空間線量奉〟机r
■

pCi/宮生 pCi/甘竜換
一般環境

1962(｡.三三*)
■■-

■■

■■

原子炉周辺

■

■■-■1963(｡.ご三り
0.丁

(0.8-0.り

1964(｡.;土*)
1.4

8ユ 13

〔2.2-0.6) (10.丁-6.7) 〔8A-6.7)

6.9

(7.6-6.5)
1965〔｡.ご三｡.｡8〕

1966(｡.≡ヱ6.)

1.丁
TT

(1換価のみ) (乱5-6.2)
1.丁

8月 75
(1.9-1.5) (9.1-19)

●

(丁9-68)

1967さ(｡.≡三･)
1.2

(1.3-10)
TT

(84-

■
●

8.0

･･Ⅲ)(8.9-6.り
*検出さ九ず

ここで抗うバソタグラウンドと吐,一応核

実験の直接的な影響が現われてh帥時期の

測定値を仙･降下物試料(雨水牒遊比,

全降下物)忙つぃては核実験後1ケ月以内の

諷定借呵除外した｡

試料の採恥よび放射能測定壮一科学技術
吼,

庁編｢放射能測定法｣に準じて行をった○各

試料打つぃての採取場軋採取方法,測定器,

調査頻度を窮1讃忙まとめた｡



んだ農業用水は水田･畑土嘆中根乱･ロ出那晩酌れあるhは流脱L･む中退程中で▲

作物に吸収紬ると考えら九るが･土壌中での抽挙動忙つぃては不配点が多く■亡れを瞼討ナる

ため紅葉験を試みた｡

(実験材料)

土射場色火山灰土壌(Ⅴ)･鉱質土壌(斑)■砂質土壌(S)の3桂瀬盾用hた｡

ウランは硝酸ウラニルを用ぃた｡

(実験方法)

1･吸着乗巌:50メッシュ以下¢各土噴10∫把硝酸サラニル溶液(ロとして1-川0山川/

m』)100m･踊加え30分債拝捜そのろ漉忙つhてロを舟析し,吸着圭を求めも

2･溶離実験:50メッツ沌下の客土那…g忙細虔の柵"こル蒔田Om』を加え.充

舟混合し･風乾してウラン吸着土新調#した｡吸着量はaき一心790♪岬/富豪川il(舟軸)

であった｡潜離礁は蒸留水･硫安(1･4xl軒I甘㍉塩化カリ(4xl¢一也),け醒窮2

カリ(2･8xlO~lM)を用厘｡軸拙･冬凛度や脾薦土凛10gに溶離液1…m劇的ロえ.

aO分櫨拝復そのろ靴つhてロを分析し溶離率(溶儀月/吸着UxlOO)を如た｡
ウラン分析は固体螢光光度法忙上身行をった｡

(実験結果)

1･吸着:1～100掴舟βの硝酸タラエル車液川として)で処理した場合.99霹以上が吸

着盲れた｡川000〟乳4心算`孔場合･,Ⅴの吸着丑はⅤ:85･9mタカ■誠:=mタカI

S:1丁.1Ⅰ舶/g であった｡

2･溶離:-約1･00…g肋帥ilの偲潜土壌ではI各土壌とも軸率比極めて低く.

0-0･55酵であった｡約5･000囲Ⅷ乃帥ilの吸着土壌ではパ容離率はM,Bで比

5･18～9･18秀であったが,Ⅴでは極めて低く最高0.91霹であった｡

こ町結果･Uは極めて土壌忙吸着舌れヤナ(･≠た一度土環忙吸着卓九たロは.水あるhは鞘
塩勅溶液では･極めて溶離卓九にくh亡と･噂忙Ⅴではこ¢傾向の強hことを認めた｡

水耕常任

C■(l

EC一貞

淑g∈

ロOt

pHl

をおリン酸ヒ

ナることがモー

中のⅣ丑忙,貞

1群5個体

残少は湿式灰イ

(実験結果)

水耕液のウ:

たのは100

った｡

1.全放射

日本近海



このことはフォールアウト

に上る影響が佗とんどなく

なったものと思われる｡

見 積種分析

前年度忙引き続hて日本

近海表面海水につhて核種

分析を行在った○黒潮流域

で吐約毎月1回f日本海で

は年4回坪水した｡分析填

種は抑srIl紺c占,1鵬ce

獅Ru
である｡

軸鋸は昭和38年に極

大値が測定音れたのち一徐

々忙兢少して昭和42年～

昭和ヰき年把おhてもほと

んど変化がモく,0.2-

0･3pCi/β の範囲であ

る｡

l訂cd も叫srとほほ

同様の経年変化を示してh

る｡

川ce
はI昭和38年

把壌大値が測定卓れたのち,

叩srI･脚c8把比戟して

かモカ急激忙減少し,昭和

ほ7C古
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●
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モ
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●
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t110亡l
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前年産忙引

和13年6月

l.測定点果

横須賀･佐

膚水･底層水

かけて行覆っ

pCi〟,佐

pCi/g,償

四にある｡を

2.測定値の

昭和a9年

直につぃて図

pCi〟
の

事は80･-1

採取年月



表2･佐世保港海水･海底士全β放射能の推移

表 層 水
採取年月

内 港

0.95士0.24

0.91士0.30

0.90士0.28

0.85士0.27

1.11士0.30

0.62士0.20

0.61士0.20

0.75士0.26

0.61士0.22

0.54士0ヱ2

0.57士0.22

0.79士0.24

0.71士0.19

底 層 水

海 水:pCi/β

海底士:pCi/タ

海 底 土

外 港

0.丁9士0月2

0.82士0.19

0.87士仇30

1β2士0.29

0.80士0.29

0.44士0.20

0.87士0.21

0.81士0.ヱ1

0.84士0.22

0.78士仇22

0.44士0.22

0.80士0.24

0.55士0.19

内 港

0.84士0.25

0.9丁土0.25

0.92士0.3き

0.80士0.2丁

0.86士0ヱ9

0.Tl士0.20

0.5丁士0.20

0.丁古土0.26

0.¢丁士0.22

0.66士0.22

0.80士0.ヱ2

0.TT士0月3

0.丁3士0.19

外 港

0.丁9士0.21

0.丁9士0.19

0.85士0.29

0.丁2士0.29

0.98士0.29

0.95士0.20

0.95士仇21

0.57士0.21

0.¢4士0.22

乱丁4士0.22

0.44士0.22

0.93士0.24

0.Tl士0.20

内 港

3n4土工3

ユ3.0士4.9

16.9士3.T

19.1士さ.7

21.5士4.1

16.1士3.4

15.1士3.0

15.丁士3.2

16.9士3.6

15.丁士3.5

19.1士3.4

19.9士3-5

17.4士2.8

18.0士6.4

2丁.5士5.3

22.2士3.9

27｣1士3.8

15.2士4.2

14.9士3.5

15.9士3.0

15.丁士3.2

20.6士3.8

13.5士3.0

1丁.3士3.5

18.0士3.4

15.4士a.0
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県 採地点

小浜名

採水月日
(昭和42年)

5月2

p l

畑cq′l鋸佃島r 脚cき 損亡卓

福

島

ヽ

A

丁日

8月12日
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0.02ヰ
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茨

城
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0ヱ2士OJIき
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○
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● ●
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●
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1.丁

平1.6

･4
士0.04 0.019
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41.日本近海表層水中の如Srと1"c長

政射線医学総合研究所

0長 屋 裕,中 村

佐 伯 誠 道

放射性降下物の日本近海表層水中の分布忙ついで･昭和1丑年鹿の第9回放射能調査研究発表会で

報告したデーβにつづき,日本海北部,三陸沖I鹿島

灘凌どで得た結果につぃて報告ナる｡

表面-1,000爪の深盲における垂直分布は東鹿の

増加に伴って息散な確度の低下を示し,深層におぃl

は,ほほ一定の値を示すi

l.000爪以浅の表層永中における90Srとl押d畠

海 域 核 種 平均滞留時間

伊豆近海 00Sr 盲二2年

相模帝

ト

帥Sr よ4年

l抑C島 4.2年

北部日本海 帥Br lO.0年

の滞留時間をこれら核種の垂直分布の経年変化から推定した｡計算値の一部を次表に示す｡沿岸と外

洋に封ける滞留時間の差は海洋学的特性の差によるものと考えられる｡

42 五島沖海洋放射能調査朝壊

市

河

本

大

森

0

脇 安:東京工莫大学

合 広:近畿大学原子力研究所

田･嘉 秀: 〝

村

嶋

稚一郎: 〝

称 重: 〝

繹江l

`顎

抜燃料再処ヨ

河川水の泊潜



山を混合比と呼ほう｡

塩分Srの河川水(比重,Pr)と塩舟S｡の海水(比重,P｡)の丁ルカリ鹿を血,A｡

(meq/戚)とすると,

蒜●血=~●Ar+-･AoPr Po
t幻

ただし,Am,Pmは混合水の丁ルカリ鹿,比重とナる｡川,脚式上少

血研m≡塑･Ar･⊥･吉(A｡･--Ar巴ヱ
Pホ

Pr Sm p■ Pr

を得る｡Am′Slnを1/致n忙対してブロブトナれば･直線関係を得る○勾配は河川水の丁ルカワ鹿

の値把ほほ等しhことがわかる｡この関係は･影響域内忙おぃて成卓立鶴城外ナをわち外洋填て払

海水の塩分盈左右するものは蒸発と降水であるが,これらはぃずれもA/Sの此の僑を佗とんど変え

ることがをh したがって･A/Sを1/S忙対してブロブトナればI点の配列たhl/S軸にほほ

平行の直線と走ることが期待される0以上ニつの直線の交点吐,河川水の影嘩域の外線を表わナと

考えられるQ宋際に･米国オレゴン沖でコロンビヤ川の河口域肛つぃてみると,観租借の問把前述の

期待どお力の関係が認められ転すをわち乱0≡i32.8‰呑もって影響域の外縁と決めることができ

た0したがって,(1拭によ少･任意の塩分Smの水1晦中忙占める河川水の丑は(卜S叫摺○〕軸

であることがわかる0よって･河川水1鞄中把考慮ナる核種虻岬rCiが合一れるとナれば,塩舟鮎

の水1鞄中には甲r(1一旦叫′So)Ci含tれ為こと忙走る○この上う忙して,河口付近海域の塩

分の分布から容易忙核種分布告決めることができるo tた,海水1軸中臣Ci含有の条件が許容限界

だとナれば,So(1-ワg/甲r)軸こ等しh塩分の等値線で囲.tれる範囲をもって危険水域とナる

ことができる｡

河口付近海域では･ほぼ0から30‰奴上忙及ぷ塩分の水が併立ナる｡たとえば,塩分が0-4,

4-8I……28-32‰とぃったぃくつかの区分忙分け,各区分の水重畳を勒軋混合比を勘

とすれば.

っき･に,駿河帝

軒だと判断し

直

海水奇電解

たお.シソチ■

㌢計混合した

ヱ00･-25

瀾定忙供し

瀾定結果を

brid郎ら

Ju



45･北太平洋西部海域海水中の…pu,…Pu

気粂研究所

三 宅 春 雄,○杉 村 行 弟

現在,海洋忙おけるプルトニウムの源祀主として7オール丁サトにエるものである｡今後は,わが

国でも核燃料再処理工場の排出硬からも,薇真のプルトニウムが海洋底放出盲れるであろう｡

プルトニウムはα放射倖であるととも忙半減期が長いので,体内忙摂取ナることを享け丑ければな

ら走れ このためにも･海洋把おけるプルトニウムの存在丑ヤ挙動忙ついての知識履うることが必要

である｡

海水のプルトニウム畳把ついては･果敢ヒ太平洋沿岸水忙開ナるFoIBOmらの研究があるのみでI

その知識は限られてお力,北太平洋の外洋水につぃては,hまのところ測定卓れていをh

可試料と測定方法

海水は北太平洋西部1500E線上の教点忙おける表面水.八丈島東方海域の葎さ3.000仇まで

の中層水および床屑水ならびに八丈島付近と城ケ島の沿岸水潅それぞれ500戚の沈殿槽忙採取し■

ただち忙水酎ヒ鉄で共沈毒せ,ろ別した｡そして実験室忙もち爛牒,鉄をイソブロビルエーテル忙上

る溶媒抽出で除ぃたのち陰イオン変換法忙上申プルトニウム有卦離し,ステンレス坂上忙電着しα礫

TAblel,Plutonium contentin the we8temIねith P&CificⅦteZ･8

Location

Ⅳ E

S乱mpl母

島i笈e川
一曲38pw旭3gpu

(x灯1如)(射

ムヰ000′1500 58′
ー~

0

nナべきてあるt

輯巽熊忙エっ

他噛に少丑の恥

1964年4

jて0りそこなっ

祈斬られる｡
轟水中のPu･

三宅,葛城,

七井下丑は,0

薦洋上忙も円

霊は1XlO`量

に上れば,乱q

士て到達してレ

ぃるとナれば,

(10-11ダノ

前年産報告

タはおも忙北



日本海底士全β放射能測定結填

位 置 水 喪 測定値

山間′才(pCi/円
Ⅳ E m

47002I 141015′
14･ユ士1･8 (6.4)

1000

46 57 139 36 丁¢○ 6･9士1･丁 (3.1)
45 30 138 20 1700 8･ユ士1･丁 (a.丁)
45 ユ0 139 59 800 5･丁士1･8 (2.6)
45 29 141 28 ilO 乱2士1･6 (3.丁)
42 00 137 1丁 ユ¢86 10･1士2･4 (4.8)
39 51 139 04 1405 4･3土1･5 (1.9)
39 20 139 25 880 乱0士1■6 (4.0)
40 46 133 12 3455 12･0士1･丁 (5.4)
40 14 135 12 910 11.4士1･7 (5.1)
39 46 137 09 2¢00 14･1士1･丁 (且4)
43 31 139 41 1840 6･0士1･8 (2.丁)
43 28 13丁 51 369¢ 8.4士2-3 (2.9)
39 02 13T OT 23i90 4･丁士1･6 (2.1)
38 20 136 54 820 8･5士1.丁 (3.8)



4三 溝尭生物¢全β放射能

東海区水産研究所

○腹 部 茂

木 立

銘 木 秀

で一全如勺把パックグランド忙近かっも

至

司

子

康

裔
∵
萩

城

谷
中

本

奥

田

_■

▲▼

l

昌

草

弥

昭和=年産把太平洋側で行弛れた海産物嘩佃射能の資料,お上び前年巧でに得られた責

科忙基づぃてIそ硝異相要を報告ナも軸方法缶1び分析方削前年鮎同じである｡

1･1東京湾･相軸･房稔沖を中心とした海域の生物群別忙みた釦放射断乎均値肘テンハ

珊他中生物群上銅=･動物ブランクトンが403抑/郎h稚町ランハ相即抑

/練を示止｡ネタトン･ベントスのうちでは従前どお拍巧けマコが高く.鮨肉ではMl

pCi/軌消化管内容物で吐32TpCi/株主示し･ブラ〃トンとほほ同軸であもカ咋
ソナ寸コを除ぃたべれ柚上びネタけのう射イもさとも高相を示したホヤ類でも軸pCi/押

▲
■

___
_■

1･2 ブランクト和放射能は･東京湾内では嫡硯以下の低水偉を示しも日細から鹿島斬

ぃたる太平洋沿海では海域的忙大重患差はをト横軸の帥時にみられる鞘筍侵示し,従軋

しばしばみられた高畑射剛3･080抑/折畳上)畔本年度把はまったく検脈れ細った｡
1

海酵紺旺舟把上る水孔別の平均放射弛札束年度に壮従来と知る現如示しもす軸ち昭和

年度虻で仕黒榊流帯がもっとも高かったが一牒年度忙帥ては黒潮軌帯と黒潮反沌断はほ
ほ同じ水準とな少,また沿岸水域の方がアヤ掛値を示した｡

ブランクけ咄蠣ノの免由車は..ナ咋=月相瞳灘中央齢帥て｡.5｡.1｡｡.
l

一

2q O

馬n爪月
400爪の各層忙つ呵謝定休車竺舶禦が干や嘩=30TpCi/釈).ト､d-一貞rl_ ′

_▲ ■
一_.′1.一月_._

t _

_._t▲

娩別の差･

みると,
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が･これらによる直接の榊如かっもナ軸ち牒壬忙横御瞞海域忙おける海産生物j穫

の全針平均放射能の経年変化をしめしたが･き9年沌月相室帥じめ鴨軋プランクトンの

放射能は39年10月(82TpCi/拭さ･4咋5月(2‥pCi/純)の調査時を除h
てほほ同水準忙あって･42年産もそむ平均的水準(a6-82pCi/純)を持続レ帥る｡こ

のほかカレイ類(21-38pCi/耽),とげ(い15pCi/紺=Iムラサキイガイ

(19-4TpCi/拭)･カ卯(72-18弼i/純)なども41軸前から岬軸

水準に近い値を示してhる｡

48･ぴんなが肝穂の与さ.F●¢濃度

東海区水産研究所

0敦 ヨ草花 人

55Feは核実験の際虻生成細る誘導放射性核種の一つであってI昭和2咋お上びユ1年把北太

平洋西部水域で行恵われた一連の壕実験の糾明査の際把はI親水域の周辺で漁磯摺れた魚軌肝

臓忙5-8紺Ci潤一湿重畳旭下ナペて埋立tで軸ナ),鯨肉忙0･05-2#Ci畑の顆○

が検出卓れもその後,昭和3針年から41年紅かけて日本沿岸で採取したプランクトン虻1び魚且

藻類につぃてⅧh･隼恥･=仇■…恥鵬昌一■l一一加I川caぉ上びl一一Co紺札

たところ,拍Feはプランクトンお上び魚類内郷忙ひろく見h出卓れfとく忙魚類肉質都心故紙

汚染忙主要な核種であることがわかっもナ軸ちサバ,キンメダイ,イカおょびサメ肉賓部把は

900～TT･000pCiノ几ダの∬Foが放出盲れも

フランスは昭和41年から南太平洋ムルロ丁辛龍モー連の壌実験を行走ってお力,今後1舗弔ナる

ものと思われるので牒太平洋の魚類の汚染状況竜杷膿ナるため忙こ¢水域のぴんなが肝恥IさFo

窮¢放射能･

モ荊1表軋

昭和41∃

もって昭和



くらえひは大陸棚粘から沿韓表層忙昼夜,垂直移動履行左い,海底の席櫛質夜どを摂取ナる｡

分析結果比表に示すエうに,…srの濃度は川8-1.4畠pciノ軋即C8の彊鹿は3.62､
6･24pCi西の範囲でぃずれも目立った変化はなくト軋･ロおエぴC･Uはそれぞれ0･2-0.3.

2.丁■-3･0というように著しh変化は認められなかった｡

塩崎ら1)鴫告した日本近海海水中の里r･川C8硝鹿の年平均偲僚用いて書くらえびの両

横種の濃満係数奇試算すると00Srは4.2-5.8,l"cBは10-24とをっ私

費 敦河帝のさくらえびの川島r,HけCさの環鹿

採取

年月

灰分*

(鰐)

Ca■

(蕗)

E●

(穿)

甘IBr l"c5

pCi/句● S.1工 C.F.
pCi/軸● Cエ工 C.耳

10
40.3

■

2.80 0.4 6 0.13 1.40士0.10 0.3 4.ヱ 3.62士0.2丁 2.8

41.3 ヱ.89 0.85 0.23 1.45士0.09 0.2 5.さ ¢.36士0.8丁 2.丁 2ユ

42.ユ 2.了1 0.52 0.20 1.C8士0.10 0.2 4.5 5.69士0.81 2.8 22

42.11 1.89 0.4 6 0.21 1.3ヱ士0.06 0.ユ
口
5.5 ¢.ヱ4士1.10 き.0 24

■ 湿重畳につぃて表わす

50.魚顆¢=ST,l=C暮¢濃度

放射頼医学轄合研究所

司
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納は新札福井摘島,広島地方封相関個収集しパ=用℃で靴後撒射化学分析官行なっ

昭和1年哨兵では4斬のうちでは,…融･鵬櫛馳与月のテンダサ用乾物100ダ当

た畑pCiから福井の6月のワカメの1･9pCiの軸であっ私略冊c8確度忙つh

ては･福井の5月のホンダソテのヱ1･3pCiから広島の11月即カメの2･5pCiの軸であっ

昭和42年履･新潟･福井･福島諸島おエび糊の摘方忙つhて昭和41年と同様忙分札屯

黄 海藻中の放射性核種

採集地名 採集年月日 種 類

…sr
1"c8

頂親房Ⅰ骨相 C札兢8b S.q

昭和41
■■■

ヽ

l
- 5 丁ノダサ 4.-9 8.5 4.0 100

新 潟 8

11

昭才

ワカメ

ギノバソウ

2.1

4.2

3.¢

5.5

5.8

2.3

●

6.2

8.丁

福 井

ロ41.5

6

ホンダワラ

ワカメ

乱3

1.9

8.9

2.丁

17

1.6

1.9

き.6

21.3

乱¢

161
11 ホンダワヲ 2.8

福 島昭和41･8
カ ジ メ 1.2 4.6

58

1.1

●

11.6
11 カ ジ メ 2 ヱ

広 島

昭和41.5

5

ワカメ

丁オサ

●

4.丁

ユ.1

■

6..0

3.1

3.8

t8

4.2

且2

18.8

5.6
11

11

ワカメ

アサクサノリ

1.5

1.5

1.丁

12

4.1

18

2.5

●
● 12.8

海産生物中



海産生物灰 1.辞

(l)上 定 常 沈殿

舟蔽漏斗

6HCHさCOO‡ト6HC托3COO鵬

(ヱ:1)10れg

6ⅡC戚 5爪g

CCβ｡ 30乱g

ふ少せぜ1分間

脚 CCO.層

Hヱ0(Ⅳ乱C』01帝)30正∫

ふ少まぜ(1分間)

佃 CC必■屑

3MⅣaOH20覆β+

NaHSOユ 0･1辞

ふ努まぜ(1分間)

水屑

H)CC戚一層 ⅣaOH層

CヱH50片1れJ

加 温

?2Ⅱ50Hl凡才

中 温

連心分離

囲 上 荘 液 Ru

銅価阻β 5舶

H量0 5扉

加 温

Mg o.2ダ

遠心分離

㈱ 上 在 社 知

水 洗

遠心分離

水 洗

遠心分離

卸 Ru

化学収率判定(秤量)

I

本研究は環

と左官的とし

確立すること

材料:生物と

いた¢

放射性頓眉

方法:実験カ

う忙,海水カ

モ経て区画】

り,注水最析

時のA,B同



物托それと平行的な碑庶変化を生ずるが･その間托時間のずれが如-その大き卓は核種遁物用

類把よって異をる｡これは前年産汲水眉塗物で見h出雲れた恕果と一致するQドロメ¢結果を例とし

て削図と削図忙示す｡58coと…Ⅰとで様相像大書く斯ナるのが･これは印coと1ユlIと

の代謝の速度の毒も反映すると考えられも

叩町句r(皿▲)
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能が封ヒした場合も･生物の放射能の釘ヒを容易把手測ナることができる｡

左お,環境水の放射能濃度が変化する場合句腋縮係数の別扱ぃは荘酌要ナることも明か把をっ

も(拭で示細る生物の放射能碩境如放射敵対ナる比をと少･療掩係数の式奇求めると,

〔CF〕t=昔=7㌢1e(〆欄t叫{封

とをる｡こ哺はβ》針すなわち生物Ⅵぜ一対⊥山岬哨胱〔CF〕t幸÷(トモー′t)と
郎,一定の碑崩係数に近づくが･銅βナをわち海如放射能の減少が生物卵-ンオーバーの厚

さよ少ずっと早㈲叫CF〕t幸昔(モ〆t-1)と椚,こ硝合軸係数は指数的忙増札
てし帥･一定の癖縮係数が得られ帥0丁りハギ¢場合忙lユlIで姓濃縮係数がほほ平配達し

ているの把対し5さcoではどんどん増加してぃるの軋このことを示すものである○(某5図1した

がって現場試料の放射性核種の分析あ帥はトレーサー実験で凛席儲裁溝凍虻上うとする際,加托

注意を要する点である｡

Cダ

●



20才以下の検体につき的srぉょび

安定ストロンチウムの分析を行左った｡

OQsrぉ上び安定ストロンチウムの

舟析法比既報すなわち,第9回放射能

調査研究発表会論文抄録集,p.g5お

ょび日本化学雑誌,さ9巻,p.175忙

従っ亀

…sr忙つぃての分析結果を第1表

忙示ナi

年令と骨中90Brの濃度との関係を

第1囲忙示す｡

第2表忙人骨中の90srの濃度の年

次変化を示す｡年令群0-4才およぴ

5～19才忙おぃて平均値は前年上少

若干高かったが,この統計的意味を検

討中である｡
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窮1国人骨中の=srの濃度と年令との関係

第2老 年合群別人骨のIOsrの濃度の年次変化

S.ロ.
○-1才 5-19才 ヱ0才以上

放射性陣

¢人体臓器

さ続いて乗

法科収集

て東研究所

収典期間は

1968年

回放射能郡

文抄殻集,

なってい孟

分析おユ

ダラウノト

結果を蕃
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増して,こ

て行く予定
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畳は表忙示ナ実測推定値の露一夏忙をる｡

rablel･The137c8/宜ratieinthebody(Q)&…細e88edbyblood&n&lyさid

City County
Approxim乱t¢ Q Dat¢ Of

Ⅰ且titud8
Ⅰぷ招E COlle亡七ion

Bel官rade

HontpeIlier

YugoBl且Via

Fr乱n亡母

▲50Ⅳ

440Ⅳ

66士15

¢4士13

JuIy-

血gu8t196丁

加tyl≦帽丁

Rome Italy 420Ⅳ 6丁士13 SeptモⅠ血8rl≦柑丁

:Madrid Spain 400Ⅳ 79士29 J山y196丁

LagoB Ⅳigeria ¢○Ⅳ 59士12 鮎pte血モr196丁

Lim且

S乱0II乱ulo

Peru

Bra望il

13.0S

240S

ヱ9士g

32土3

恥vember-

Ⅰ施亡8nbモrlg鳩丁

血辞lさt1967
BⅦenO占 Aire8 Argentina 350S al士6 血gu8tlg6T

1968年度はすでにアフリカのガポγ,中央丁フリカIコンゴIモロブコおエぴサウジ丁ラビ丁

の試料を得て分析中である｡

緒 言

乳牛の体l

したがって

Srの代瓢

一方,C

衝突巌で(モ

しぃo

このよう

め.今回は

る｡

実験方

必乳中の

備飼育の期

抗けをがら

週間忙わた

結果お

山羊の剖

netial

にあたる｡



dl･家事骨中の帥s一

点林省家畜再生試験場

林 光 昭･小筆和 息

綽鹿忙引き臥て牛鯛中細ける里r咽析を行なっも･試料壮前年克と同軌北海乱東

京ほ術〕･東京(屠場)･宮崎の4地点から軸骨各5例づつ採集し丸,採集時期旧瑠和=年

¢月から10月でぁる｡分析に壮大腿骨骨端部丘用ぃ･そ九軸灰5…を供した○分析方饉闇儲漢

ど封カの発煙硝酸法である｡

舟相異壮削郎示ナと郎である｡馬骨中の軸Sr¢平相は拍0土14.5S.軋で如,

第1表 牛馬骨がOSr¢漉鹿(昭机=年)

SI二/用00Ca

0.690

0.713

0.709

0.935

0.丁59

東 京

(家衛試)

0.6TO

O.6丁5

0.884

0.867

0.630

0.891

0.960

S.U.
平均値 ST/1POOCa

30A士0コ打

丁8.6士OA3

81.1士0月丁

82.出血H

lllj吐0占1

丁28土加.9

0.alT

O.291

0.き24

乱282

0.304

S.U.

引和地鮎川

53.4知.35

3丁.嚢土0.1丁

41.王辻0ユ9

23.t辻0ユ1

84ユ士OAO

60.8土034

54.!辻085

80.4士0き丁

44.(辻020

¢1β土12.8

0.5al

･0.354

0.392

0.3Tl

0.404

60A土03丁

77｣4士OA3

0.481

45軸.30

51鹿也.31

3丁8土030

48.蜘.30

54旭.き5

12.5土0ユ丁

平均値

き8蝕9月

4Tt辻5.5

くに.これ

ら九たこと

牛骨忙つ

下してぃた

5例とも斬

ると,轟日

つぎ忙■

は前々年か

九た｡しか

爵最当少の

上,忙′くヲ

とんど同じ

蛙を示し充

たとみる上

長当と思七

定Srのと

のか.今広

けるSr:

比べて今年

えら九る｡

しかしレ

汚染がな塞

,若合動戦

かがうこと



一方･1"Csにつhては2月は都市j4･9工農村25･5･平均25･2-6-8月で都市21.3.

農村23･7,平均22･5,9-10月で都市19･9･農村25･2■平均22.5であった｡

を封･昭和43年2～3月¢結果もあわせて報昏ナる｡

第1衷 日常食中の帥Srの蹟鹿

昭和42年2月

群
90SrpCi/

d/匂

Ca呪′

d/セ
S.U.

北海道
都市成人 23ヱ土2.3 432.3 53.7

農村成人 22.7士2.2 551.6

新 潟
都市成人 13.5士1.3 542.5

農村成人 25.1士2.5 731.0

大 阪
都市成人 8.2士0.8 400.0 20.5

農村成人 11.3士1ユ 497.1 22.丁

福 岡
都市成人 8.4士0.8 959.7 8.8

農村成人 7.0士0.7 1216.2 5.5

第3表 白常食中の的Srの濃度

(昭和42年9-10月

pCi/d.′b

都市成人

農村成人

5.3士0.5

5.4士0.5

都市成人

農村成人

4月士0月

8.4士0.8

都市成人 3.7士0.4

408.8

541.1

132.2

507.0

第2表 日常食中の抽Srの強度

(昭和42年8～8

群 pCi/d/セ
Ca間′

d/b
S.U.

北海道

新帝

都市成人 9.3士0.9 550.8 16.9

22.9
島村成人 17.0士1.7 丁42.6

都市成人 13.6士1.3 657｣1 20.丁

32.3

216

20.4

15.6

20.1

16.丁

11.0

農村成人 20.9士2.0 847.7

東 京
都市成人 12.0士1.2 435.2

農村成人

都市成人

8.0士0.8 390.8

大 阪
丁.3士0.丁 4¢9ヱ

農村成人 9.3士0.9 463.3

福 岡
都市成人

担些人

6.9士0.T 412.4

8.0士0.8 丁28.T

如表 日常食中か押C$の漣庄

(昭和42年2月

都市成人

島村成人

都市成人

31.8士3.0

35J)士3.3

28丘士2.7

1,688.8

2213.3

1,さ16.8

前年産忙

結果を第

桐Sr圭

肉類もかを

用ぃた科学

180虞`摂



第2表 新 潟

帽芥ロ41年11月

岡元 桝 ニ鞍臨蒜㌣毎E㌢元蒜拓
穀 類 2.3 50 46.0 1き.3 224 岳9.4

豆 類 0.2 23 8.丁 1.5 28 53.6

h も 類 0.8 丁 114.3 1.5 2丁3 5.5

牛 乳 1.6 190 8A 良6 465 14ヱ

卵 0.06書 15 4カ 0ヱ 32 63

肉 類 0.06♯ 2 30.0 2.4 58 41.4

魚 月 類 0.06暮 27 2.2 OtT 113 6.2

葉 菜 類 5.9 84 70月 l.5 388 3.9

額 薬 類 2.1 14 150.0 0.丁 150 4.丁

計封よぴS.U. 13.1 412 31.8 28A 1.731 1¢A

■ 0.0 6士0.01

第3表 東 京

昭和41年11月

も

dt刷

∈f

薫

穀
豆
h
牛

肉
魚
葉

1.9

0.7

1.3

1.0

0.05♯

0.05■

0.2

類
類
類
乳

類
類

も

卯

月

穀
豆
h

牛

肉
魚



第さ表 鹿 児 島

彗●･･
鞍烏ニ鞍也■

｣
･
●
●

E呼㌔ 蒜宇$
穀 類

●･■l■■一

0.97

0.29

40

28

24.1 丁7

p

158

タ.X

4乱9

且 類 10.5 1.2 47 26.0
ぃ も 類 0ユ7 5 31.5 0.8 316 2.8

牛 乳 1.10 128 8.8 5.6 223 25.0

郎 0.04 14 き.2 0.8 ユ2 25.0

肉 類 0.01 丁 1.† 2.古 48 48.1

魚 且 類 0.08 29 2.† 1.4 124 11A

葉 菜 類 0.52 21 ヱ5.0 1.5 19争 丁8

根 菜 類 0.54 20 引用 3.3 161 ヱ0.3

計封エぴS.U. 3.72 290 12.8 24.¢ 1.308 188●

d4･昭和42年度輸入食品中¢帥srぉよび旛c8の定量

厚生省国立術生試戯所

靖久保五.郎.亀 谷 勝 昭

他 聞 秀 治

前靴つづhて･輸入に対ナる依存如比載的大きむ食品につぃてがOSr封エぴl訂C$の調軸

具を報告ナる｡

1･舟折方法:前報と同じ方法

2･針 具:脱月旨楓8検体把つぃて的細川…当旭川5rぉょびl咤柑濃度を求めた

ので結奥をTable l肘完+_

を比較ナ

北海道

同地の

粉乳忙比

Date O

produ

July.19

Aug一, 一

Sept-.

0亡t一.

抽Ⅴ-.

Feb一,

MarCh,

April,

Miy.

June.

July,

血g-.



測定結果を表1に示す｡

凄1 東梅村における農作物おょび牛乳中の描Cs浸産

種 類 部 位 採取地 採取年月
13TCs

pCi/匝

描Cs

pCi/女E

稲 水 稲 もみ付

玄 米

白 米

水 稲 玄 米

白 米

■水稲 もみ付

玄 米

白 米

水 稲 もみ付

玄 米

白 米

水 稲 もみ付

玄 米

白 米

水 稲 もみ付

玄 米

白 米

陸 稲 もみ付

玄 米

白 米

陸 稲 もみ付

真 崎

竹 瓦

豊 岡

亀 下

亀 下

船石川

1966.10

19¢¢.10

1966.10

1966.10

196丁.10

1967.10

1988.10

196良10

2.87(風乾)

4.31(〝)

4.55r 〃)

4.2丁(〟 )

4.40(〟)

2.82(〝)

4月2(〝)

4.76(♂〕

2.58(㌦)

4ヱ3(〝)

4.58(〝)

3.33(♂)

5ユ7(〝)

4.銅(♂)

3■2g(〝)

4.61(♂)

4.59(励)

2.51(♂)

4.31(㌦)

4.55(㌦)

2.¢†(♂)

12 9

91

40

44

2 2

118

65

31

5 8

20

10

T O

68

37

11

9.5

6.8

64

4 3

2 2

54

■l′グ

1966句

宜した19

から.降下

中最も濃度



拍hが･高レベル=ヒ削地軸北海道･群･宮山は･日に月見て低くをってきた｡

しかし･地域靴鰻かを帖き軋て料拍摘堰∴凱h岩手牒周･楓矧馴①
贋把低くなって嶋とくに北海道憫和39軸来錘間朋つづき最高値を示Lて鴫

月別の変動は･高木地域におぃてはっ幸摘らわ九て軌冬〔12～2月)から春(3～与月〕

l町C嘲は･大体"Srと同様鯛向を軋てぃる應=最近低山地域(と律子葉.香川)で,

C∴U値がかえってS･U値よ力も低イモる場合もみら九る｡これは･動物体内での亡福代謝が.

5rむそ九上力も釦･か珊内払貯留臓器廓存軋帥ことに尉因ナるのであろう｡

地如よる差は･帥Srと隠曙同標であるが･多少入れ替わって帰と亡ろも射相席凱岩軋

静臥富山･福臥千軋香川の贋把低くをってhる｡

も冨芸孟:諾…≡≡冨琵琶三千芸≡慧芸崇ご去さの軸軌てみると帥Sr･1訂Csとそこで,1月～12月まで切1カ年間を単位比て･そ岬均値による傾向を地域別舵調作た｡

その結果は第1臥窮2匡庖と射である｡

涯如傾向が掘であると仮乱,この曲鮎棚して昭別時岬均値を推乱た(点鮎
部分)｡こ九によると･帥Srは北海道で19S･Ur断固単位)･岩手で6増山で7,千葉

で3･帝周で6･馴で3欄間で5とをカ･1訂C岬ヒ海道で…CtU〔耶同単位),岩手

で30･宮山で20･千葉で5･静岡で20,香川で10∴福岡で13と孜っ瓦･くわしくは今年

の12月までの測定結果をまって検討ナること忙したh｡

もし･この方法で次年1音ら畑年先珊定が可鮎紬ば牒乳中が¢Sr･1押Csにつ呵

鴫朋るh招∴毎軸析する必要も夜く複るで毯ろう｡た札･こ九に壮途中で大型軸巌相

乗鮎変化が起こら帥とhう前撞が必要である｡
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前年産と同ゴ

米麦を対象忙

上記各機阻

モクた｡本年

1.土

昭和42

舟析結果を



と九ら土壌中の両核種含量は･ナでに報告したと郎l昭和38～39年忙最高紅蓮したのち.

横ばぃあるぃは減少の傾向忙転じたが･本年度把帥ても･引き続きこの傾向が維持盲九てhる亡

とが認められた｡

紬･地域別に土壌中の如Sr含量を此軟ナると･気象条件I放射性核種の降下量･地表蓄積丑

を反映して∴水田･畑両土壌とも日本海側一北日本>太平洋側一西南日本の傾向が持続してhる｡

土壌のうち･水田作土中の叩C$対日Srむ置換態含量比が従来から約0.6であゎ.本年度に封

hても上記と同様を結果が侍ら九･ⅢCsは抽Srに比べて畑土壊の場合も水田土壌と同程度昨固

定,吸着盲九やすh｡

址との結果から･土壌中町橡種含量が昭和38-39年以降次第に減少傾向を示ナことは.大型

填実験停止紅伴う放射性核種の降下量の減少･土壌中把蓄積してぃた放射性核種の下層土をどへの

溶脱流亡等が主要を因子であると解卓九る｡

2.米 麦

昭和42年虔産の小麦(玄麦)おょび〔玄麦と白米)の帥Sr分析結果をI第4乗おょび削表

に示す｡なお･比較のため前年度産米真の舟析値を併せて示した｡

42年鹿産の白米については続行中であるが･今回前年度産米真紅つhて即Csの舟析結果を窮

5表おょび第7凄忙示す｡

な封･米麦中の両横程合畳忙つhての経年変イヒを第2回収示九

別表 小麦(玄衰)中¢_=Sr含丑(pCiバク)

試料採悶年哩 平 均 値 乗訴雌の範周 例 数

日召和41年 64 2¢一-152 10

昭和42年 2 7 7一-122 12

第5安 小麦(玄麦)中のIJIC$･,osr含量(pCi/和)

試料採取毎電 平 均

小麦の"

忙して以後

はほほ昭和

した｡せた

みると,止

また玄安中

は.例外は

るl抑Cs>

同年度採拓

丑比とは通

稲の場合と

壌中上少∃

玄米おJ

波少し,軒

対的忙描

かわらず

てぃる｡

を封玄±

平洋側一

米麦の

面からみ

忙滅じ.主



溶液では48.059らで90Srの場合と比較するとやや高h数値である｡

(引 幕2表は汚染の分布状態を示し,茄子･胡瓜とも果肉部は83.7～丁6.5鞄で果皮部は12～

15.6飽であカ.90Srの場合と比牧ナると近似値でぁる｡実験例が少恵く,果皮部だけを剥き頂

るのは困難で明確把はぃえをh｡

第1安 野菜類の洗浄方法艦上る汚染除去匂比較

試 料 1訂Cs

(pCi/坤)

E

(タ/毎)
C.U.

l打Cs

¢減少(蕗品 名 洗浄方法

を す

対照(無処理〕 58.33 1.153 50.59 ー

水 道 水 30.64 1.085 37.46 4丁.47

1鞄NaG射落液 41.03 1.05T 38.82 29.6¢

中性洗剤溶液 28.14 1.098 25.63 51.76

ピ
ー

マ ン

対照〔無処理) 90.32 1.300 6940 t■-1■

水 道 水 80.6 2 1.183 68.15 10.74

1解Ⅳaq針溶液 7 5.16 1.063 TO.Tl 16.78

中性洗剤溶液 61.81 1.095 56.4 5 31.5丁

丸酪酸商港 4 6.29 1.0¢5 43.46 48.05

書 0.25解CHきCOOH.PH壬壬3.2-a.4 各食品はき0分間浸語

第2東 野薬類の各部位における脚C与の舟布
(試料1毎中)

試 料

部 位

1訂Cs

(pCi/柚)
C.U.

1抑C$

の分布(鞄)

全
県
果

体

内 部

皮 部

5 8.33

44.58

6.96

1.153

0.82¢

0.1¢4

5 0.5 9

53.84

42.4 4

損耗(11月事)
76.5

12.0

括 果

実級結果を第

荘 *メ



カモかった｡

(幻 洗浄把エる蛋白質の損失

量を第4表忙示すが,8.4

～12.8界で3浄のNaCβ

溶液が最も低く,水道水は

高h｡

(引 Caの損失量を第5表に

示ナが,･ハマグリ52.3飽,

かき23.6解,メキシコエ

ビは1丁.き鞄で,3鞄かhCβ

溶液が最も高く,水道水が

低h｡

(4)メキシコエビの殻は1柏

のエビから170gを採取

した｡第1衷に示すように

的Srの汚染度ははをはだ

高ぃが例数が少貴いので今

第5表 汚染除去忙上るCaの減少丑

試 料 灰分

の

楷丑

Ca

u
品名 洗浄方法 タ/軸

洗浄に上

る滅少圭
兢少皐

ハマクワ

対 席 27ダ 1,丁8 - ダ ~二%

水 道 水 21.5 1.ag 0-39 21.9

1恥磁 2 7 i.26 ･0.52 2乱2

孟申 ′. 29 b.岳5 0.9-3 52.3

か 幸

対 冊 51 0:丁2
■■■

水 道 水 32 0.68 0.04 5.6

1渇N8ロゼ
溶液

3 5 0.61 0.11 15.3

き界 ㌦ 41 0.5 5 0.1丁 2 3.8

メキシコエビ

対 席 岳8 1.24
■■■ ■■■■■■

水 道 水 45 1.07 0.1丁 1乱7

1軸磁 48 1.07 0.1丁 13.丁

き% ♂ 4 8 1.0丁 0.1丁 13.丁

殻(無処理) 1乱7 4.61
■■ ■■■

後の検討忙まちたぃ｡

なおⅣaC戚溶液に上る除染の反応懐構忙つぃて目下検討中である｡

d鼠 上水道水中の放射性核種の濃度

七ん■I嚢虫荘母蛤A貫Ⅱ

水
水
水
水
加
水
加
水

ロ

ロ

ロ

ロ

源
蛇
源
蛇
源
蛇
源
蛇

部
水
頭
∴
カ
ユ
那
ユ
〃
壷
甘
力

ロ

ロ

ロ

ロ

源
蛇
源
蛇
源
蛇
源
蛇

口

口

源
蛇
源
蛇



70.嘩好飲料中の1抑cさ

放射線医学総合研究所

0白石義行,市川龍乱渡辺博膚

フォールアウトに由来する長寿命の放射性瞳種を食物中から摂取ナることは.すでに広く知ら九て

ぃる｡Lかし最近は日常の食物の性か把,数多くの嘩好晶が普及し,従来行なわ九てきた食品からの

帥Srや1貯C$の摂取に加えて,と九ら時好晶忙含ま九る上記核種忙つhてもある春慶の情報を得て

おかねばをらをh｡

ここでは.近年とみにその生産と需要が増加してぃるビール中の1押C5を,1959年から19¢7

年のものにわたって調査したので,その概要を報昔ナる｡

市厳のぴん話ビールを.1検体あて約3-5〟蒸発乾固し.他方ビールの仕込工程における各種原

料卦よぴそ九らの粕を乾式灰化したのち,AMP法忙ユタ川C8を舟離してガンマ辞スベタトロメト

リによぉ1訂Csの定見

を行なった｡

ビール中のl訂Csの p〔レ`

承鹿の製造月別変化を.

1訂Csの月別降下畳の

変遷(気象研調査)と

対比して,第1囲把示

す占用C$の降下率の

高かった1963年と

ピーノレ中の1即Csのビ

ータとの間には,約

12G
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むすぴ:井水卦よび鉱泉水把壮Ihず九も拍R細工びUを飢で鴫特相田氏井舵は軸

のUを含んでぃる｡井水中の捌Raは一箇所わずかに含んでぃる吋ぎ帥｡外部線量は一般的托高

h値を示し･モナズ石の存在する小川の近くでは特把高h癖量を示してhた｡

72･土壌中¢帥sr,1如c5の濃度

日本原子力研究所

0加 藤 滑,岡 本利夫

原子力施設周辺の環境放射能管理の一環として撒拙降下馳土壌への首相を知るため軋

1966年庶よ帽研周辺の土壌中がOSr･即C古顔断つhて舟醐臆を開始した｡

紳採取地点は地酌考慮し欄東口ー上層き地点用布層1地軸よび丘静1鮎で合計5鮎

の未耕地を遷乱年2回(6月と11月)採取し転採取方法比30X30XlO明神ル硝

紺ち込んで採凱た0分析軌定削的Sr･用C$とも･科学技術庁編鼠んの塩酸浸出法昨従って

分析削定を行帥･まが訂C$はr酎ベタトロメトリーをも行をった｡

分析測定結果は表1把示し転その癖果再考泰ナると

表1未耕地土壌中の00Srおょび膵Csの蓄積量

試 料

地 点

採 取

種 類

関東ローム層

裸 地

年 月

196¢.6

1968.11

1針鋸L 8

196111

冷塩酸浸出法

恥SrれCi/偏 用G軸Cレ緑

1T｣2土1.2

2乱烏士1丘

1乱丁土0.丁

28.6士l.2

18ヱ士2.0

2丁.3士2.2

ヱ1.丁士1.4

30.3士1.1

r轟スゼ匝分析法

1訂C与
机Ci/偏

浸出輩

出けCs界

36土3

50土3

35士3

55土2

大きぃため

佃 地点間忙

あるかの達

有意忙低小

用 勝田市長

そ九ら忙上

l叩C$は8

環境管理の

地忙おける士

っもその起

た｡



7古.表土中の放射性核種の濃度

放射線医学総合研究所

鎌 田 博.中 野 若美子

金 城 音 柴,平 野 茂 樹

佐 伯 就 道

前回に引き続hて･放射性降下物匂土壌へ¢蓄積土と･河川流域から河川への放射性物質匂流亡を

調査研究ナるために･昭和38年から表土中¢放射性核種の濃度忙つhて測定したので.その結果を

報告ナる｡

試料採集地点･採取臥前処理お上びr療スベタトロメトリは前回と同種である｡…Sr忙つhて

は･1Ⅳ･ⅣaO打-6N･拭適抽出法〔HA卑L･NYO-4700■E-Sトー01-1丁～19.

Sio戚(馳OH-HGβMethod)〕把準じて抽出したのちI低バ,タグ"yドβ鮎ベタト叫

-タで計測した｡

昭和42年忙採取した韓別一拍までの表土中の放射性核種の濃度〔風竜土用当身)封よび昔

積畳を第1表に示す占

第1表 裸地表土中の放射性壕種の濃度

試 料

地 点

採 取

年月日

42.8.12

42.12.15

42.8.12

42.12.15

pCi.丑グ

7639

288.43

1.105.丁2

l.170.68

仇Ciノ伽

.4.5き

1T｣5き

38.91

55.02

pCi-ペグ

lβ114

58.き

丁35.8

ヱ.8Tl.0

よ:レ細
乱Ci/房 pCiメタ乱Ci′儲

忙最も近い:別

鮒強づけられコ

こ¢方法で【

た数値忙近叫

tた,昔秩

摘持卓九.帥

必要とナるこ

叫Srの地

析法の検討お

土壌中の争一

簡便法として

種類忙よって

一律忙補正す

射し.融解謹

が適用てきる



馳皿一肛β法はほほ定量舶抽Srが抽舶九るととか判明したので■敢抽出法忙上る舟如
結果のわかってぃる土壌忙つhてこの方法を適用してみも王水抽出では･15試料忙つhて4ユ～

135%で平均889らであるが･か如抽出垂由ぁる順鞘如.3認めら九る,せた.山県晶
1叩摘蛇の目的で全国から採取した22の合成試料忙つぃて庸塩酸抽出忙上って分析した鈷果で

は45-128%で平均92%の抽出率であっ尭｡

つぎ紅公団法としての適用性れらペるため･与力所の実験畠で同一試料忙つhて相互比較を行な

つ転融解法膚上る値も含めて統計的忙扱うと実験室間忙分析鮭の有意の差は認めら九す.平均値¢
信頼限界は表2に示すと如で･融解法忙上ら帥抽出法としてもっとも上h方法であることがわか

った｡

表2 研究室間の相互比較(抽SrpCiノ毎)

abノ拓

SampleJ拓
1 2 3 l 畠 Fu$ion 平均

唐頼

99%

限界

95鞄
A-ユーZ 1.110 1J)29 1ヱ14 l.175 叩12 1ヱ40 1.121 士1さヱ 士110
A-4_Z 1.310 1.3さ3 1き由 1ユ92 lJOl 1β32 1.31丁 98 8(I

A-5-Z 2.190 1.851 2ユ18 2ヱ28 2J=‖l 封=用 2β丁3 141 90

A-6-Z 603 5¢7 621 540 598 544 579 55 36

蓄積量奇利定ナる場合,さらにサンプリング由辞善かかな身の影響を与えることが予想卓九るのて.

こ¢点忙うhて検討を行在っ屯試料は比鹿的時下土の多h秋由肯附近おょび立川市附近のヱ地区托

つぃて･畑軋舶･牧草地おょび兼耕地(粘土質･腐蝕質･砂質)の採取を行帥.面積比約

1･00抽′を目標とし転直径10亡略鉄製ノ叫プを用ぃ,水車舟布を与るため10～20点採取し.

垂直分布をみるため把20X20相嗜た吐30x30川風面積で5-¢層の柱状試料を採臥た｡

帥Srの水平分布は･畑地(10点採取)で如-2拍tで¢平均が秋田Tl.4れCレ札束京

3t5れCi/撼であった｡水田土壌=川点採耶では○-15亡ホtでの平均が秋田Tl.抽Ci/u.
●

酎白正道(放医

hh深く感謝

1)M.W.M
Repor

2)山県■岩

冒印tl忙流入l

購Ru,l訂C寺

前回忙引き続∃

試料採取方吉

岡様.1N･】

昭和42年l

忙つぃて1N

凰乾物1毎当

総体的忙は

九る｡



第2表 河鹿堆積物中の‖5rの濃度(nCi/毎風乾)

阿 賀 野 川 江 戸 川 淀 川

(新潟市河口附近) (京成江戸川附近) 〔大阪市内)
年 月 日 nCi/毎 月 日 nCi/辱 月~自 nci/鳥
3g 8.12 0.5 58 丁.31 0.0 82

ク

T.28 0.585

12.23 0.523 12･ 8 0.230 12･24 0330

40 7.24 0.382 丁 ■ 31 0.065

■

1言:圭吉隷書呈屋
12.21 0.579 12.･14 0.222

41 8.12 0.126 8.18 0.084

■ ●

丁.14 0.086

12.16 0.118 12.16 0.042 工2..21 0082

42 7.2 7 0.213 丁 一 31 0.05丁

■ -

丁.6 0.135

12.21 0.111 】2･18 0.025 12. 8 0.079


	目次
	（１）高空における放射能じんの測定
	（２）第７回中共核実験による放射性降下物
	（３）第７回中共核実験による放射性降下物   
	（４）第７回中共核実験による放射性降下物   
	（５）最近の高度10～13km付近におけるC-14の濃度変化
	（６）雨水中のPu-238、Pu-239
	（７）日本におけるSr-90、Cs-137の分布
	（８）降下性C-14の濃度変化 
	（９）浮遊じん中の放射性核種の濃度
	（１０）大気中の放射性核種の濃度
	（１１）フォールアウト中のSr-90およびCs-137による汚染
	（１２）北海道における放射能調査  
	（１３）秋田県における放射能調査   
	（１４）新潟県における放射能調査  
	（１５）宮城県における放射能調査 
	（１６）茨城県における放射能調査 
	（１７）埼玉県における放射能調査 
	（１８）神奈川県における放射能調査 
	（１９）静岡県における放射能調査 
	（２０）愛知県における放射能調査 
	（２１）福井県における放射能調査 
	（２２）京都府における放射能調査 
	（２３）大阪府における放射能調査  
	（２４）兵庫県における放射能調査 
	（２５）岡山県における放射能調査およびウラン鉱山周辺環境試料のウラン分析
	（２６）福岡県における放射能調査  
	（２７）長崎県における放射能調査  
	（２８）鹿児島県における放射能調査 
	（２９）各種食品、降水、雨水・ちり、土壌等の放射能調査 
	（３０）自然放射線ならびにフォールアウトの外部線量への寄与
	（３１）九州地方西半部におけるバックグラウンド放射線の測定 
	（３２）茨城県沿岸水域の放射能バックグラウンド 
	（３３）大阪府における環境放射能バックグラウンドのレベル 
	（３４）ウランの環境汚染に関する研究（第２報）土壌のウラン吸着と溶離
	（３５）ウランの環境汚染に関する研究（第3報）水耕培養による白菜のウラン吸収 
	（３６）日本近海海水の放射能調査
	（３７）横須賀港、佐世保港の海水、海底土の全β放射能 
	（３８）日本近海海水の全β放射能 
	（３９）表面海水中の放射性核種の濃度   
	（４０）日本海海水中のSr-90、Cs-137
	（４１）日本近海表層水中のSr-90とCs-137
	（４２）五島沖海洋放射能調査報告
	（４３）放射性廃液の沿岸放出に伴う汚染域の範囲と域内水の交換時間の推定
	（４４）西部太平洋海水のH-3の濃度 
	（４５）北太平洋西部海域海水中のPu-238、Pu-239
	（４６）日本海の海底土の全β放射能
	（４７）海産生物の全β放射能  
	（４８）びんなが肝臓のFe-55の濃度  
	（４９）さくらえびのSr-90、Cs-137の濃度の経年変化 
	（５０）魚類のSr-90、Cs-137の濃度 
	（５１）海藻中の放射性核種  
	（５２）貝殻中のSr-90の濃度
	（５３）海産生物中の放射性ルテニウムの分析法
	（５４）海洋汚染対策に関する基礎的調査研究
	（５５）人骨中のSr-90
	（５６）人体臓器中のCs-137
	（５７）乳歯中のSr-90
	（５８）人骨中のPu-239の分離定量
	（５９）血液分析による体内Cs-137量の推定
	（６０）乳牛の体内におけるSrの代謝
	（６１）家畜骨中のSr-90
	（６２）食品の放射性核種
	（６３）標準食の放射性物質 
	（６４）昭和42年度輸入食品中のSr-90およびCs-137の定量 
	（６５）農作物および牛乳中のCs-137の濃度
	（６６）牛乳および飼料中のSr-90、Cs-137の濃度
	（６７）土壌および米麦のSr-90、Cs-137
	（６８）食品のフォールアウトによる汚染の除去
	（６９）上水道水中の放射性核種の濃度 
	（７０）嗜好飲料中のCs-137
	（７１）井水および鉱泉水中のRa-226
	（７２）土壌中のSr-90、Cs-137の濃度 
	（７３）表土中の放射性核種の濃度
	（７４）Sr-90の地表蓄積量に関する対策研究
	（７５）河底堆積物中の放射性核種の濃度

